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■学校経営のポイント

育てたい資質・能力―教育課程の基準の改定
小島 宏

現在、中教審では、次期教育課程の基準の改定

に向けて審議している。具体的には学習指導要領の

改訂を方向付ける答申が出されることになる。学校と

しては、何かが出るのを待つのではなく、今の充実

の延長線上で発想し、できることは実行したい。

各教科で育成する資質・能力
現在、各教科等で、目標や内容、特性に応じて児

童生徒に育てている資質・能力、即ち学力の中身に

ついて確認しておきたい。そして、目指す「学力の中

身」を全教員が共通理解し、教育活動を工夫・改善・

充実していくことが重要である。

現在の学力の中身は、学校教育法第３０条第２項

及び学習指導要領総則に、具体的には文科省「指導

要録」の評価の観点「関心・意欲・態度、思考・判断・

表現、技能、知識・理解」とその趣旨に示されてい

る。これらが、授業の中で主体的・協働的な学習を通

して、考え、理解し、でき、活用できるようにしていくこ

とが必要である。これは、学習指導要領の改訂如何

にかかわらず不可欠のことである。

各教科等で横断的に育成する資質・能力
学習指導要領の改訂を待たずとも、例えば下記の

ような「自立した人間として多様な他者と協働し創造

的に生きるのに必要な資質・能力」の育成を視野に

おいて、教科横断的に配慮していく発想と実行が必

要である。ただし、雪だるま式に加えればいいという

ものではないので、十分な検討を要する。

○何事にも主体的に取り組もうとする意欲、○多

様性を尊重する態度、○他者と協働するためのリー

ダーシップやチームワーク、コミュニケーション能力、

○豊かな感性や優しさ、思いやりなどの豊かな人間

性、○言語や文化が異なる人々と主体的に協働して

いくことができるよう、外国語で意見を述べ他者と交

流していくために必要な能力、○我が国の伝統文化

の深い理解と多文化への理解等。

21世紀型能力を意識した資質・能力
次期学習指導要領の中核と目される「21世紀型能

力：21世紀を生き抜く力をもった市民としての日本人

に求められる能力」も意識したい。現行でも無理なく

進められる事柄は、教育活動の中に取り入れ、児童

生徒を育てていく発想と方策及び実行が求められ

る。

◆思考力：21世紀型能力の中核「一人ひとりが自ら

学び判断し自分の考えを持って他者と話し合い、

考えを比較吟味して統合し、よりよい解や新しい知

識を創り出し、さらに次の問いを見つける力」（●

問題解決・発見力、創造力、●論理的・批判的思

考力、●メタ認知・適応的学習力）

◆基礎力：思考力を支える（●言語スキル、●数量

スキル、●情報スキル）

◆実践力：思考力の使い方を方向づける（●自律的

活動力、●人間関係形成力、●社会参画力、●持

続可能な未来づくりへの責任）

児童生徒の学力の実態の把握と必要な対策
学習指導要領の改訂の進展を見据えつつ、目の

前の児童生徒の学力の実態を、例えば下記の視点

から捉え、授業や評価、学習の仕方の指導を改善す

るなど必要な対策を講じていく必要がある。

○優れてよい点の確認 → 一層よくしていく

○課題の発見 → 原因を特定し → 対策を立

て → チーム学校として組織的に実行していく

○不足や新しいことの必要性の発見 → 不足や

社会の変化を捉える → 新規に導入する

○無駄 → 例えば、形式的なドリルは廃止し、習

熟と活用の学習を一体化する
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